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１．はじめに

針葉樹類は化石記録が豊富であることから，その時代的地理的分布が詳しく調べられている

（FLoRIN,1963)。北半球に現生の属は，その多くが第三紀初期には出現しており，例えば,厩"z4s，

Rse"｡ｂﾉﾋzγな，Ｐ蛇α，Ｓｃ”dりPilIysなどのように中生代にすでに出現している種類も多い（MILLER，

1977)。また，スギ科植物の過去の分布変遷をみても分かるように，針葉樹を中心とした森林の起

源なり発達史を考察するためには，第四紀後半の時代だけでなく，より古い時代の歴史を考慮す

る必要がある。

小論は，本会シンポジウム「温帯針葉樹林の性格と歴史」において上記標題のもとに話題提供

した内容を骨子とし，一部書き加えたものである。したがって，日本の化石資料を中心とした内

容であることを断っておく。最初に，日本の第三紀植生の変遷を温帯植生を中心に概観し，次に

第三紀から報告されている針葉樹化石の時代的分布を示し，温帯針葉樹とそれに関連した森林に

ついて若干のコメントを加えたい。

２．第三紀の植生変遷

日本を含むユーラシア東部は，熱帯から寒帯まで湿潤森林が切れ目なく続くという点で世界に

例のない地域である(吉良ほか，1976)。同様に，日本は新生代を通じてユーラシア大陸の東縁に

位置し，湿潤気候下に置かれてきた。植物の分布を大きく左右する要因として降水量と気温分布

があげられるが，日本における現在および第三紀の植生を考える際には後者をおもに考えればよ

い。日本の第三紀における植物群・植生の変遷についてはTANAI(1961,1967,1972）によって述

べられている。ここでは，その後の新知見を加えながら，第三紀の植生変遷の概要と針葉樹と関

連した植生について触れてみたい。

始新世一前期漸新世植物群は，西南日本と北日本では植物群の組成的差異がみられるが，多く

の常緑広葉樹や現在亜熱帯や熱帯地域にみられるような温暖要素を多数含んでいる。植物化石群

の解析から前者地域では常緑広葉樹林，後者地域ではやや落葉広葉樹の多い常緑広葉樹・落葉広

葉樹混交林が低地域に発達していたと考えられる。温帯性の落葉広葉樹はこれらの植物群のなか
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気温変化は広葉樹葉の全縁率から求めたもので，棚井（1986）を改作．年平均気温

への換算はWoLFE(1979)による．右の棒グラフは代表的植物群について，落葉針葉

樹，常緑針葉樹，カパノキ科，ブナ科(落葉)，その他の落葉広葉樹，常緑のブナ科
とクスノキ科およびその他の常緑広葉樹の種数割合を示す．

に含まれているが，量的にはそれほど多くない。また，時代的には新期になるほど多くなる。こ

の時代は日本における主要な石炭形成期であり，炭田生成という堆積地・後背地とも関連し，落

葉針葉樹(Ｇ伽0s"6z4s,〃ejczsg9況血nzjCO恥加)やＡ〃zz4S,‘PAz””':掘qP況妬Ｃｇ〃ｊ〃ﾉﾘyﾉ"加，

CO、'わ,jVｾﾉ〃60,助"is”加などからなる湿生（－水生）の植生が広く展開していた。

始新世末から漸新世初めにかけて，著しい気温低下のあったことが陸上植物および海生動植物

化石によって知られている。（WoLFE,１９７８：WoLFE＆PooRE,1982)。この間の気温変化は新生

代を通じて最も顕著な変化で，日本でも年平均気温にして約10℃の低下があったと推定されてい

る(棚井，１９８６；図１)。こうした気温変化に伴って，常緑広葉樹を主とする始新世の低地森林は，

温暖な落葉広葉樹を主とする森林へと移行した｡この傾向は後期漸新世になると一層顕著となり，

現在の温帯林の原型と見なせる植生が低地域に広く出現するようになる。日本における後期漸新
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日本における第三紀の気温変化と植物群の組成

気温変化は広葉樹葉の全縁率から求めたもので，棚井（1986）を改作．
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世植物群は限られるが，北海道北見の若松沢植物群（TANAI＆UEMuRA,1983）がその典型であ

る。本植物群の主要構成要素は，雌jzzsg9〃0ﾒα，ｓｂｊｔｚｄｂｐ/lbAs，、〃伽，Ａ６妬Ｐｂ”，庇”dbzZz7fz，

T1s24gzz,ＰＩｔｚ”"z4s,Ｕ〃?zzfs,Ｑ"eﾌ℃zjs,Ａ〃z4s,及如ﾉzz,PYEγりαzがα,Ｅ"gE"z”zﾉﾉﾋz,EQp〃/zfsなどで，こ

のうち針葉樹は全産出量の1/３にのぼる。Ｐﾉｾz”z4sやＥ"gEﾉﾙ”diZzのような古型要素を含むが，

大部分は新第三紀型の要素で現在の温帯に分布する属種に類縁がみられる。若松沢植物群と同様

な組成の植物群は沿海州や北朝鮮からも知られており，温帯性の針葉樹を混交した落葉広葉樹林

が後期漸新世の東アジアに広がっていたと考えられる。

前期中新世前半（漸新一中新世）の植物群は阿仁合型植物群と呼ばれ，日本，朝鮮半島および

沿海州から知られている。阿仁合型植物群の一般的組成は，若松沢植物群と共通する点が多い。

しかし，常緑広葉樹は一般に稀で，属および種構成ともより現代化した組成を有している。阿仁

合型植物群で示される当時の植生は落葉広葉樹を中心とし，これに落葉および常緑針葉樹を混交

した森林と考えられる。阿仁合型植物群の東アジア域内での地理的変化は顕著でないが（藤岡，

1963)，北部および大陸側（内陸側）にいくにしたがって，冷温帯要素が量的に多くなり，種構成

も単調になる傾向がある。

前期中新世／中期中新世の境界とその前後の時代は中新世における最温暖期であったことが知

られている。この時代（とくに前期中新世後期）の植物群は，台島型植物群と呼ばれ，多くの常

緑広葉樹や温暖系の落葉広葉樹を含み，針葉樹も南方系のものが顕著である。阿仁合型植物群と

の組成的差異は著しい。地史的には日本海の生成と関連し，大陸縁辺にあった日本がそこから切

り離され，島弧としての日本列島が形づくられ,海進の進行した時代である。本州域にあっては，

クスーカシ林要素を主体とした常緑広葉樹林が低地域を覆い，その背後にＬ“jZZzz〃6αγや

CO'"が0れなを特徴的に含んだ常緑広葉樹･落葉広葉樹混交林が存在した（藤岡･植村，1979)。本

州以北では,北海道南部の漸移域をへて落葉広葉樹の優勢な森林へと移行する(棚井･植村,1988)。

台島型植物群を含む層準と同じかあるいはやや新期の海成層中から，マングローブ植物の花粉

が検出されている（山野井ほか，1980,1986)。このことと従来から知られていたマングローブ沼

の貝類化石などを根拠として，当時の日本が亜熱帯（－熱帯）気候下に置かれていたとする考え

が述べられている。しかし，これに対しては異論もある。すなわち，棚井（1985）が指摘した様

に，大型植物群および花粉群の組成ならびに前者における広葉樹の葉状比較から，冬季の気温が

マングローブ植物の生育が可能な範囲での温暖気候を考えればよい。

台島型植物群の時代以後，北半球では弱い温暖期はあるものの第三紀末に向かって，気温の一

般的低下が認められる。中期中新世の日本は海成層が発達し，大型化石を含む地層は北海道の一

部に限定される。この時代の化石群は，次に述べる後期中新世植物群と基本的には変化がない。

後期中新世の植物群は三徳型植物群（TANAI，1961）に相当し，東北地方でよく研究されている
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（UEMuRA,1988)。一般に，ブナ科，カバノキ科，カエデ科などの温帯性の落葉広葉樹種にとみ，

これに程度の差はあるが常緑あるいは落葉の温暖系広葉樹（Ｑﾉcん6αjα"Qpsis，α”α加o”籾，

"",Ｑｚ"g"わ,DZzpﾉz”妙"況加,Ｌ伽idtz"6α必Ｒzγうり血Ｓ上zssg伽sなど）を伴っている。ブナ属

のF1CZgz4ss”69噸（NATHoRsT）TANAIは各地から普遍的に最も多産する種で，この時代を特徴

づける。これら広葉樹に加えて，やはり程度の差はあるが，スギ科，ヒノキ科，マツ科の針葉樹

も普通に産出する。

東北地方の後期中新世植物群は当時の堆積盆および後背地の状況によって地域差がみられ，こ

れらの解析から植生の帯状構造を認めることができる（図2)。当時の低地から山腹にかけて最も

発達した森林は，Flzgz《ss“69卿を優占種とする落葉広葉樹林である。また，海岸近くの低地帯

には，常緑広葉樹や台島型植物群の時代から引き続く温暖系落葉広葉樹を交えた森林が分布して

いた。この森林は現在のクリ帯あるいは中国中部の適潤混交林（mixedmesophyticforest）に相

当する組成的特徴を有している。図２の山形県米沢盆地西側の高峰植物群の例で示したように，

内陸盆地地域ではＡ〃z心Ｐりp"“,Shzﾉな,Ｇ卵勿s"6zJsなどからなる沼沢地林を伴う低地森林域

が広く発達し，亜炭層が形成された。一方，内陸盆地東側の脊梁山地では，海岸低地だけでなく

火山構造性の内陸湖盆に堆積した含植物化石層が分布し，山腹地の広範な植物を含んでいる。こ
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図２後期中新世の植生（UEMuRA,1988）

上段は高峰植物群,下段は宮田植物群および三途川植物群の資料を中心に復原した．
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こでもRzgz4ss”69“を優占種とする落葉広葉樹林が広く発達していたと考えられる。この森

林上位の山地域に針葉樹を主体とした森林が存在したかどうかについては明確ではない｡しかし，

内陸盆地およびその西側の植物群に山地林の要素がほとんどみられないことや，脊梁山地の化石

群にFlzgz4sを欠き，針葉樹(Pﾂｂｅα,A6jEs,T1sz4gzz,Ｚｿi柳)と馳如Az,Ｐｂｐ況雌Ｓ上z比Ｓｂγ6zｨs,ＡＣ“

Rh0dbdg"dγo”などの広葉樹で構成される群集が認められることから，針葉樹と落葉広葉樹の混

交した森林が存在した可能性は高いと考えた。なお，当時の山地高度は，近似現生種の高度分布

あるいは広葉樹種の全縁率から求められる気温推定のいずれをとっても1000ｍ以上となるが,近

似現生種を用いることの限界や扱った化石群の同時代性を考慮すると割り引いて考える必要があ

る。

鮮新世植物群をTANAI（1961）は新庄型および明石型の新旧２型に分けた。明石型植物群はい

わゆるメタセコイア植物群に相当し，最近の知識では更新世に含まれるものが多い。この時代の

植物群は北日本と西南日本とで組成の差が著しいので，両型区分が層序的にも組成的にも意味が

あるものかどうかについては，今後の再検討が必要である。鮮新世植物群から復原される当時の

低地植生は，後期中新世のそれと基本的には変わらないが，第三紀的な要素の消滅と新期要素の

出現という構成種の現代化が各地で明らかにされている(鈴木，１９７６：百原，1989)。しかし，含

化石層が低地域の爽亜炭屑であることが多いので，後期中新世にみられた多様な山腹地植生につ

いては情報が乏しい。

３．第三紀の針葉樹

第三紀に限らず，針葉樹の化石を調べる上でしばしば取り上げられる一般的形質は，球果およ

びその鱗片の形態，種子の形状，シュート・葉の形態，炭化葉の表皮細胞組織，および内部組織

の保存された化石における組織学的特徴,さらに産出は少ないが花序とその花粉形態などである。

日本の第三系産針葉樹化石の場合，種々の層準（時代）から多産するという利点もあるが，一般

に，印象化石が対象となり，分類に重要な球果の化石も強度の圧縮変形を受けている例が多く，

化石の保存状況という点で制約が大きい。

図３は日本の第三紀の針葉樹の化石記録を属単位で時代毎に取りまとめたものである。暁新世

と始新世前期の植物群は，日本からほとんど知られていないので図から除外している。絶滅属

Pγ0/Ose9zの”（MIK1,1969）を除きすべて現生属である。現生属のうち，日本に現存しない属は

DZzCry“"z，Ｃａんceq〃ＷＳ，Ｃ""冗加gﾉzα"jZz，Ｇ卵jOS"6z《S,ハルjaSg9"OjZz，艶9"oな，、z加α〃わ，nzr‐

0””の８属である。

北海道や九州などの古第三紀炭田地域から産する針葉樹は，ほんとどがスギ科の３種（Ｇ卯わ‐

s"6ｚ４ｓｅ"、Pα“(BRoNGNIART)HEER,雌ﾒase9"oなOCC雄"”姑(NEwBERRY)CHANEY,nzmdf""

d"6ｉ”Ｚ（STERNBERG）HEERで占められ，Ｃｚ《”加gﾉｶとz"jZZ，、z伽α"jZz（Ｅｂ”z(ﾉα"わ)，Ｓｾ”ojZZ，
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日本の第三紀針葉樹の時代的分布

大型化石を主とし，花粉化石の記録を加えたが，古第三紀の花粉化石については現

生属単位での検討結果が少ないので割愛している．実線の太さは産出量の多寡を，

破線は大型化石の報告がないが存在したと考えられるものを示した．古第三紀植物

群の時代については棚井（1986)，オオミツパマツ植物群(MIK1,1941）は中期中新世

後期とする見解（石田，1979）にそれぞれ従った．
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Pbdbazゆz4sを伴うが，マツ科は少なくとも大型化石に関する限り知られていない。

マツ科針葉樹を含めて温帯性針葉樹が化石として豊富に産出するようになるのは後期漸新世か

らである｡北海道北見の後期漸新世植物群には,Ｇ卵加sfm6z4s,ﾉMejfzse9郷ojZzのほか,T2zxz4s,Ｔｿ”z，

SbjZzdoP伽，Ａ雄s，盃ｚ４ｇａ，Ｈｂｇａ，没Ｓｃ"ｄ０〃γﾋzﾊ６などの多様な針葉樹化石が含まれる。Ｇ妙ﾒ０．

s”6z4sg〃mPaez4s,〃gdzzsg9〃0わOCC雄"”/js,島g”o〃趣”o"”TANAIの３種の落葉針葉樹を

含み，後二者は量的にも多産する。マツ科など温帯性の針葉樹が普通に含まれる植物群は，阿仁

合型植物群と呼ばれる（前期中新世前半）漸新一中新世の植物群にも広く認められる。前期中新

世後期一中期中新世最前期の時代には，当時の温暖気候を反映して，Ｑｚんcgd"4s，雄/gﾙg血

〃”ｓ（りゆjojKyわれ）など南方系針葉樹が多産するようになる。また，大型化石の産出は知られて

いないが，Ｄａｃが成況籾(マキ科)の花粉が各地から検出されている(YAMANoI,１９７４：山野井ほか，

1986)｡中期中新世以降は再び気温の一般的低下を反映して各種の温帯性針葉樹の産出が記録され

ている。

第三紀全体を通じての針葉樹化石の時代的産出傾向をみると，古第三紀におけるフZzxOd趣加の

産出や，より新期に出現するＣ”如加g”のスギ科の産出傾向，および後期漸新世以後に顕著と

なるマツ科，台島型植物群の時代の南方系針葉樹などが特徴的である。

４．温帯性針葉樹

熱帯とか温帯という言葉はもともと気候用語であり，地球上での地理的位置（緯度）や大陸と

海洋の配置で規制される面が大きい。植生と気候が密接な関係にあることはケッペンの気候区分

を持ち出すまでもなく明瞭であるが，過去の植生なり気候を論ずる際にはこの点を注意する必要

がある。すでに温帯林とか温帯性という言葉を使ってきたが，これはたぶんに落葉広葉樹林を意

識した意味で用いたものである。

日本の温帯森林には落葉広葉樹だけでなく，相当量の針葉樹が含まれていて，急斜面や尾根す

じなど地形的極相林をなしている例も多い(吉良ほか，１９７６：山中，1979)。また，暖温帯の常緑

広葉樹林と落葉広葉樹林の間にはモミ・ツガ林で代表される針葉樹林・針葉樹広葉樹混交林が発

達している。化石種の正確な鑑別には先に述べたように制約があって問題は残るが，温帯森林の

現生針葉樹に類縁の深い第三系産化石（括弧内）に次のような種類がある：スギ（Ｃ”加加eγjZz

'卯加なg"sfsHuzIoKAetUEMuRA),クロベ(、〃ゆれ伽o””TANAIetONoE),アスナロ(Tｿ”ｂＰｓｆｓ

"z”oﾉﾋz6m虹TANAIetN､SuzuKI),サワラ（Cﾉｶとz加αe”α芯加加虹e"sfsHuzIoKAetUEMuRA),コ

ウヤマキ(Sbjtzdbがl(yssp.),ゴヨウマツ(P/〃ｚ４ｓＰａﾉﾋzeOPe"”ﾉりﾉﾉﾉﾋzTANAIetONoE),ハリモミ(Pﾂｂｅα

たα"g〃α”TANAIetONoE),マツハダ（Ｈｂｇａｚ４ｇひα刀aHuzIoKA？)，ツガ（乃昭zzcf､五ｓ宛60〃")，

モミ（Ａ６姓Ｐγり城”αTANAIetONoE,Ａ､z《gDg"sfsHuzIoKAetUEMuRA）など。これらの多く

は，後期漸新世一前期中新世前期に出現している(図３を参照)。すなわち，これら針葉樹が始新
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世一前期漸新世の温暖系森林から温帯森林へ移行した後，多くの落葉広葉樹とともに出現したと

考えられよう。

スギ科針葉樹については，ほかの針葉樹に比べて豊富な化石記録が知られている(三木,１９４９：

FLoRIN,1963)。第三紀に北半球各地に広く分布していたものが，現在では温帯あるいは亜熱帯に

遺存的に残存している。スギ科のいくつかの属について現在の生育地での気候条件を調べてみる

と，いずれも降水量の多い地域であるが，気温条件はかなり異なっている（図４)。一般に，３な

いし４種のスギ科化石が共産することは第三系では普通のことである。ドイツの新第三紀褐炭層

を例にとると，nzjFod畝加,Ｇ伽0s加6zｨs,Se9"”が多産し，ときにはＣ””ﾉﾌ゙ Zg加加j2Z,、z加αれれ

C”ｊ０籾g池を伴っている(KILPPER,1968)。これら針葉樹に多少の生態的差はあっても，近接森

林に育成していたことは化石の産状から明らかである。Ｇ卯勿s姉6zJSは，現在では福建省や広東

省など亜熱帯の海岸低地河畔林に残存しているが，第三紀には典型的な落葉広葉樹林にも存在し

たし，渓畔を含む広い範囲の森林に生育したと考えられている(TANAI,1963：WoLFE,1980)。ス

ギ科のような遺存種の生態･環境から，過去の気候を推定することの限界をこの例は示している。

Ｃ”わ"g極は，三木(1949)以来，他のスギ科植物とは異なり，起源の新しいもので日本で分
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化したものと一般に信じられている。実際，三木（1949）の研究後，鮮新世や中新世の化石記録

が知られるようになったが(三木，１９５５：植村，1981)，それでも他のスギ科植物と比べるとより

新期に出現している。しかし，沿海州の後期漸新世（KLIMovA，１９７５：原著では中新世）には，

〃g“９９"ojtZ,艶9〃０ｍ,Ｃ”匁加g肱Z沈むとともにＣ”わ"g極の化石記録がしられている。一方，

Ｃ”/0柳g池の確実な化石記録はヨーロッパの始新世からすでに知られており，中新世のユーラ

シアに散点的ではあるが広く分布していた(植村，1981)。ヨーロッパにおいては，第三紀末期ま

で存在し,第三紀要素の植物とみなされている（BouLTER,１９７０：ＨＡＭＭＥＮｅｔａ1.,1971）これら

の化石記録は,Ｃ”ｔｏ"e池が他のスギ科植物と同様起源の古いものであることを示している｡現

生スギの日本での旺盛な発達だけをみていると，これが遺存植物であるとは思えないが，第三紀

からの残存要素であることは紛れもない事実である。

第三紀のＣ”勿加g7ajZZは一般に温暖系植物に伴われて産出することが多く，温帯から亜熱帯気

候下の森林に生育していたと考えられる。これに対して，中期中新世以降の日本のｃ”i･加gγｊｚｚ

が，落葉広葉樹林を中心とした温帯森林域に適応していたのは植物化石群の組成から明らかであ

る。ｃ”jO"g池と同様な例は，Ｓｂなdbp伽(コウヤマキ科，スギ科に含めることもある）につい

ても当てはまる。Ｓｂｊｔｚｄ｡PilIysはイチョウ類と同じ様に中生代に出現した古型植物であるが，日本

での化石記録を見るとＣ”to加g池と共産する例は多く(三木，1949)，第三紀にはすでに温帯森

林に適応していたものと考えられる（UEMuRA,1986)。

５．むすびにかえて

日本の第三紀における植生変遷を概観しながら，針葉樹の化石記録とそれと関連した森林につ

いて私見をのべた。日本の温帯森林に針葉樹が豊富なことは，この地域の植生の大きな特徴であ

る。また，常緑広葉樹林から落葉広葉樹林への移行帯に針葉樹林あるいは針葉樹広葉樹混交林が

発達することは，日本だけでなく東アジアに共通し，相観的植生で無視できない広がりと一般性

を有していることが指摘されている。第三紀の化石記録を考慮すると，これらの森林は一方で第

三紀的な植物の残存林としての性格もある。ｃ”わ"e趣やsbjzzdbp伽の例にみられるように，

温和で年間の降水量に恵まれてきたという環境要因が，こうした古型要素の残存に最も重要であ

ろう。

日本列島が新生代を通じて湿潤気候下にあったことを述べたが，年較差や降水の季節勾配など

の考察は，植物化石群の解析に今後必要であろう。日本海の生成後，その地理的広がりや表層暖

流の流入といった点で，現在の海況に近い状況は鮮新一更新世には存在したこと，また，鮮新世

以後顕著になったヒマラヤ山脈の隆起に伴って，北西季節風，つまり大陸寒気団の吹き出しが顕

著になったであろうといったことはこうした検討に考慮する必要がある。現在の植物分布を直接

規制している地史要因が氷期一間氷期変動であることはいうまでもない。
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氷期一間氷期の植生変遷については，辻（1987）などによる一般化が試みられている。その中

で，間氷期後半にスギが著しく増加することから，当時の温帯針葉樹林が現在とは異なり優勢な

ものであったという指摘がなされている。こうした森林が，堆積盆背後の狭い範囲での植生なの

か，針葉樹林（帯）として水平的にも垂直的にも普遍性のあるものかについては，大型化石を含

めてさらに検討が必要である。また，今回は触れなかったが，カラマツ林など落葉針葉樹林の植

生学的意味やその史的発達は氷期植生を理解する上での重要な課題であろう。

東アジア湿潤森林における植生と気温の関係を，WoLFE（1979）は詳しく論じている（図４参

照)。これは，WANＧ(1961）の中国の植生を主とし，日本や周辺地域の植生を加えてまとめられ

たもので，北半球中緯度地域の温帯林を理解する上できわめて示唆に富む。日本の森林だけをみ

ていると，例えば，“ブナ林，，のようにブナという単一の樹種を強調しすぎ，その広域植生中での

意味を見失いがちである。植生研究者からみると古典的な範鴫に入るかもしれないが，日本の森

林植生を考える上で，東アジアという視点は欠かすことができない。
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ブナ北限形成とその成立要因（生態学会シンポジウム）の報告

1989年８月２３日に生態学会の多数のシンポジウムの一つとして，上記のシンポジウムが開かれた。植

生史研究にとってきわめて重要な問題なので，なにが話題になったかを紹介しておく。コンピナーは渡遜

定元氏（東大農･演習林）で，コンピナーによる総論の後，次の５つの話題提供あった。１：渡島半島歌才

川湿原Ｂ,P､2100年間のブナ花粉の変化。萩原法子（札幌･清修高）・矢野牧夫（北海道開拓記念館)。２：

渡島半島の蓬揃山湿原，うぐい沼の花粉分析より見た完新世におけるブナの消長。五十嵐八枝子（北大・

理）・安村史子（札幌・柏丘中)。３：渡島半島のブナ植生と土壌。渡辺至（函館営林支局）・福嶋司（東京

農工大）・梨本真（電力中研)。４：肥大生長速度からみた北限ブナの特異性．萩原信介（国立科博･自然教

育園)。５：ブナの生長と光周性と温周性。長尾精文（森林総研）・渡遷定元

ｌと２の話題では,花粉化石を用いて，いつ頃からブナが渡島半島に到達していたかが論じられた。１の

発表は黒松内低地帯での分析で,下低の2760年前以降連続して産出するが,5％に達するのは1100年頃で

あり，これ以降はブナ林が存在したと論じた。２の発表では渡島半島の５地点の分析結果を用いて，渡島

半島南端には遅くとも5300年前に到達し，黒松内低地帯の約10010,西のうぐい沼や黒松内低地帯が太平

洋に面する静狩には約800-900年前に達し,歌才川にはさらに遅れて到達したと推定した｡塚田松雄氏が

1982年に日生態会誌やBot､Mag､Tokyoに発表された。約7000年前にすでに現在の北限地に到達して

いたというモデルは否定されたわけである。北限地のブナはいちじるしく生長がよいこと（４の発表）や

ファイトトロンでの人工環境下ではブナに距歯が現われたり，つる状の生活形などに変化すること（５の

発表）なども報告者には興味深かった。（南木睦彦）


